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学校法人 青葉学園

学校法人 青葉学園が運営する東京医療保健大学(本部：東京都品川区、理事長：田村哲夫、学長：

亀山周二、以下「本学」)の「ヘルスデータサイエンスプログラム」が、文部科学省より「数理・デー

タサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベル）」に認定されました。数理・データサイエン

ス・AI教育プログラム認定制度は、数理・データサイエンス・AIに関する知識及び技術について体系

的な教育を行う大学等の正規の課程（教育プログラム）を文部科学大臣が認定及び選定して奨励する

ものです。

東京医療保健大学５学部共通「ヘルスデータサイエンスプログラム」

文部科学省の「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」に認定

認定期限：令和9年3月31日

■「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」とは

学生の数理・データサイエンス・AIへの関心を高め、それを適切に理解し活用する基礎的な能力や、

課題を解決するための実践的な能力を育成するため、数理・データサイエンス・AIに関する知識及び

技術について体系的な教育を行う大学等の正規の課程（教育プログラム）を文部科学大臣が認定及び

選定して奨励するものです。これにより数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力及び実践

的な能力の向上を図る機会の拡大に資することを目的としています。令和4年度は、「認定教育プログ

ラム（リテラシーレベル）」は139件認定され、本制度において累計217件認定されております。

■東京医療保健大学「ヘルスデータサイエンスプログラム」とは

本学は、看護師、管理栄養士など医療専門職の養成とともに、医療分野のシステムエンジニアなど

情報専門職の養成も行っています。超高齢社会が進展する中で医療保健分野でもAIの導入が進んでい

ること、医療施設における電子カルテの普及を受けて看護や栄養の分野でもビッグデータの活用が進

んでいることから、これらを担える看護師、管理栄養士、システムエンジニアの育成は急務です。

そこで本学では、5学部7学科（看護5学科、栄養1学科、情報1学科）すべての教育課程に共通する

「ヘルスデータサイエンスプログラム」を構築し2021年度から適用を行っております。本プログラム

は、情報リテラシー、統計リテラシーといったデータサイエンスの素養を全学部･学科共通で学ぶこと

とした上で、その素養を活かして看護・栄養・情報それぞれの専門分野でデータ活用を実践するもの

です。本制度に認定されたことによって、ヘルスデータサイエンスプログラムを通じて、数理・デー

タサイエンスを活用して医療保健分野で課題を解決する人材を育成していくよう努めてまいります。



＜ヘルスデータサイエンスプログラムの利点＞

HSPを修了することにより、情報リテラシー、統計リテラシーというデータサイエンスの素養を身

につけることができるだけでなく、在学中でも履歴書に「東京医療保健大学 ヘルスデータサイエンス

プログラム修了」と記載することが可能になります。これにより「医療保健分野のデータサイエンス

に強い看護職（看護師・保健師・養護教諭）／管理栄養士／情報処理技術者」としての活躍が見込ま

れる人材であることを、履歴書などで客観的に示すことができます。これは就職活動に限ったことで

はなく、その後の職務経験においてもヘルスデータサイエンスの素養を必要とする職域や業務に登用

される可能性を高め、HSPを修了した学生の皆さんのキャリア形成に役立つものであると考えていま

す。 また、卒業後に大学院進学を検討することになった際にも、医療保健系を含む自然科学系の大学

院ではデータサイエンスの素養が必須であることから、その素養を有するものであることを示すこと

ができます。

＜プログラム概要＞

このプログラムは、高等学校でのレディネス

（数学Ⅰや情報Ⅰでの学び）を「果樹の根」、本

学でのⅠ群科目を「果樹の幹」、同じくⅡ群科目

を「果樹の実」というイメージで構成されていま

す。

Ⅰ群科目である「ヘルスデータサイエンスの基

礎」には、情報リテラシーや統計リテラシーが含

まれます。これらは職種に依存しない社会人とし

ての教養ですので、全学部・学科で共通して学び

ます。また、Ⅱ群科目である「社会におけるヘル

スデータサイエンスの活用」にはヘルスデータと

社会問題の解決、ヘルスデータと倫理が含まれま

す。

本学ではどの学部・学科も医療保健分野の専門

職になって社会問題の解決を目指すカリキュラム

であることから、これらの科目では学部・学科ご

との専門性を活かした内容に枝分かれします。

Ⅱ群科目＜各学部・学科独自＞
Ⅱ-１：ヘルスデータと社会問題の解決
Ⅱ-２：ヘルスデータと倫理

Ⅰ群科目＜全学共通＞
Ⅰ-１：情報リテラシー
Ⅰ-２：統計リテラシー

レディネス＜高等学校の教育＞
数学Ⅰ：データの分析
情報Ⅰ：情報社会の問題解決



■学校法人青葉学園 東京医療保健大学学長 亀山周二 コメント

知識社会における課題解決に、数理・データサイエンス・AIは欠かせない
要素です。本学の「ヘルスデータサイエンスプログラム」は、看護学や栄養
学などの専門教育を活かす上でも、欠かせない教育と考えております。
認定を受けたことはスタートラインに立ったに過ぎません。今後も、21世

紀に見合った教育プログラムを継続できるよう、教職員が力を合わせ、一層
の質の向上に努めてまいります。

【東京医療保健大学とは】

理事長 ：田村哲夫

学長 ：亀山周二

設立年度 ：2005年

本部 ：東京都品川区東五反田

キャンパス ：五反田キャンパス、世田谷キャンパス、国立病院機構キャンパス、
国立病院機構立川キャンパス、船橋キャンパス、雄湊キャンパス(和歌山)、
日赤和歌山医療センターキャンパス(和歌山)

学部(学科) ：医療保健学部(看護学科、医療栄養学科、医療情報学科)、
東が丘看護学部(看護学科)、立川看護学部(看護学科)、千葉看護学部(看護学科)、
和歌山看護学部 (看護学科)

専攻科 ：助産学専攻科、和歌山助産学専攻科

大学院 ：医療保健学研究科(修士課程8領域、博士課程3領域)、
看護学研究科(修士課程4コース、博士課程)
和歌山看護学研究科(修士課程3領域)、千葉看護学研究科(修士課程)

学生数 ：3,085名 (2022年5月現在)

＜ヘルスデータサイエンスプログラム講義担当者＞

ヘルスデータサイエンスプログラムは本学が独自に行うものですが、このプログラムは全国の大学

で構成する「数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム」のモデルカリキュラム（リテラ

シーレベル）をもとに作成しています。このコンソーシアムは、国立の６大学（北海道大学、東京大

学、滋賀大学、京都大学、大阪大学、九州大学）を拠点校にモデルカリキュラムなどの構築を行って

おり、本学も医療保健系大学としては早い時期に連携校になりました。

また、本学では大学に隣接する医療機関との提携とともに、産業界との連携をきわめて重視してお

ります。この教育プログラムに賛同し、講義をご担当いただいた企業等の皆様をご紹介いたします。

石川 雅俊 氏 （医療法人社団ビーンズ理事長、東京医療保健大学総合研究所特任教授）

先崎 心智 氏 （日本アイ・ビー・エム株式会社ヘルスケア＆ライフサイエンスサービスパートナー、

東京医療保健大学客員教授）

中村 敦 氏 （医療データ分析ラボ代表）

福岡 敬真 氏 （ＴＩＳ株式会社、東京医療保健大学総合研究所研究員）

渡辺 郁弥 氏 （株式会社ＮＴＴドコモ エバンジェリスト）


